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表3　茶生産者の茶の生産と販売の形態（2007年）
（聞き取り調査により作成。）
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を促すためにペーパーポット苗を導入した茶の
苗木を販売している。また，農林業センターは，
JAおおいがわなどと連携して，生産者に対して
気象予報や土壌調査，病害虫の発生などの情報を
ファックスにより提供し，製茶技術の開発・普及，
生産指導を行っている。生産者は，農林業セン
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図9　川根茶の主な生産・流通構造（2007年現在）
（川根本町役場資料および JAおおいがわ川根茶業センター，聞き取り調査により作成。）
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ターなどが主催する研修会などへ参加し，生産に
関わる情報を共有している。また，生産者同士の
競合が製茶技術の向上につながっている。
　製茶機械などについては，大手の各種業者から
機械などを購入している。茶販売用の資材につい
ては，川根茶業組合を通じて各業者から資材を購
入している。
　行政の補助事業については，国や県の補助事業
では，製茶機械の導入や製茶工場の設立に予算が
当てられているが，町単独の補助事業は茶園の改
植事業を中心に行われている13）。中川根町におけ
る町単独補助事業による改植面積をみると，2002
年度は388a（44件，補助金7 ,439万円），2003年
度は348a（42件，6 ,723万円），2004年度は372a
（44件，7 ,155万円），2005年度は434a（34件，8 ,542
万円）であった。これらは茶園の老朽化による品
質低下を防ぐための対応である。
　川根地域内では山間地であるために茶生産に関
わる関連企業の成立は難しく，川根地域外の静岡
県内の大手業者から資材を購入している。また，
茶業経営を支えるうえで，行政の補助事業は大き
な役割を果たしている。
　次に茶の生産・加工・流通についてみる。茶園
で摘み取られた生葉が製茶工場へ出荷・販売され
るまでの生葉流通，製茶工場で製造された荒茶が
仕上げ加工業者（茶商）へ販売されるまでの荒茶
流通，仕上げ加工業者から最終商品として小売店
や消費地，消費者へ販売される仕上げ茶流通の3
段階から構成される。川根地域では一般に次のよ
うな形態がみられる（図9）。生葉売り農家は，産
地内の自園・自製の生産者や加工業者に販売や加
工を委託したり，共同製茶工場へ持ち込む。自園・
自製の生産者や共同製茶組織は，荒茶を産地内外
の仕上げ加工業者や川根茶業センターへ販売して
いる。仕上げ茶については，自園・自製の生産者
は通信販売を中心に，消費者や小売店へ販売して
いる。また，川根茶業センターで集荷された荒茶
の40％は，荒茶のまま静岡茶市場を通して，県内
の茶商や小売店へ販売される。残りの60％は再
製され，製品茶として産地内外の卸売業も兼ねて
いる生産者などを通して消費地の小売店へ販売さ
れる。
　このように，できるかぎり産地内で荒茶の売買
を行うことと，通信販売を中心とした販売活動
が，川根茶の希少価値を生み出し，高価格での取
引を可能にしている。
Ⅴ　川根茶のブランド化への取り組み
　近年，茶消費の多様化や大手企業の茶ドリンク
事業への参入など，茶業を取り巻く環境は激し
く変化している（静岡県農林水産部お茶振興室，
2001；小栁津，2004）。その対応策の一つが商品
のブランド化である。産地内生産そのものが産地
ブランドの価値であるが，労働力不足・高齢化な
どによる産地の規模縮小によって産地内生産は困
難に直面している。地域の取り組みなどによって
いかに産地内生産を維持していくかが，産地ブラ
ンド製品の課題となっている14）。
　日本では1953年に茶の農林登録制度が発足し，
在来品種からやぶきた品種への転換が進展した。
やぶきたは緑茶の品質と収量の向上に大きく貢献
した（静岡県茶業会議所，2003）。やぶきたの栽培
面積の割合は静岡県全体の約90％を占めており，
やぶきた偏重から抜け出せない状況である15）。 
そのため，近年では優良品種を導入した産地ブラ
ンド化など，従来のやぶきた品種にとらわれない
新しい取組みもみられる16）。
　旧中川根町でも長年にわたり，やぶきた品種が
主体に栽培されてきたが，中川根町独自の新品種
の開発が行われた。1987年にやぶきたと中国産
品種を組み合わせて育成された晩生種のおくひか
り，1994年代初めに早生種の山の息吹を開発し，
71
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種苗法による品種登録が行われた。1994年から
は川根地域内の共同製茶工場で生産されるおく
ひかりの荒茶を，川根茶業センターの再製茶工場
に一元集荷する体制を整え，一括仕上げによる販
売が行われている（志太榛原農業改良普及所編，
1989；中澤，2005a，2005b）。2000年には，中国
浙江省杭州市で開催された中国国際銘茶品評会へ
おくひかりを出品し，金奬（国際的に高い評価を
得たお茶に与えられた賞）を獲得した。
　2004年には，川根本町における品種別栽培面積
は，やぶきたが562 .1ha，おくひかりが14 .5ha，
さやまかおりが11 .0ha，かなやみどりが4 .5ha，
山の息吹が2 .3ha，その他が8 .3ha，在来品種が
13 .3haである。茶の摘採時期の集中を避けるた
めに，町の方針でやぶきたと優良品種を組み合わ
せた経営が推進されている。また，川根本町では
茶園に適した土地が限られているため，2004年
から2006年にかけて国と県の中山間地域総合整
備事業（事業費約2億3 ,000万円）を受けて，標高
550ｍ～600ｍ地区に5 .45haの茶園が造成され
た。この造成地には，入植者6戸（農事組合法人）
がおくひかりを植栽したばかりである。2005年
度の植栽面積は1 .57ha，2006年度の植栽面積は
2 .84haである。
　やぶきた偏重の茶業界で，新しい品種による産
地の活性化は容易ではないが，優良品種と組み合
わせた栽培と，品種を用いた産地ブランド化の方
向性は有効である。川根地域では，2006年4月に
施行された地域団体商標制度で，川根茶業協同組
合が申請していた「川根茶」が特許庁から登録認
定された。これを契機として，旧中川根町（現川
根本町）では，茶業振興協議会を発足させ，生産
部門における支援だけではなく，これまで課題で
あったマスコミなどを活用した宣伝活動にも積極
的に取り組んでいる。
Ⅵ　 高級茶生産と産地の継続性 
－むすびにかえて－
　今回の調査で明らかになったように，川根地域
では，その自然的基盤のもとで，明治期から本格
的に茶生産が発展してきた。図10は茶生産と産
地の構造を示したものである。川根茶の価値を高
めるメカニズムとして，自園・自製・自販の生産
者や茶商が，茶品評会で数々の優等賞を受賞する
ことにより，高級茶の産地としての知名度を誇示
し続けてきたことが重要な要因である。しかし，
1970年代以降，自園・自製を主体とした伝統的な
生産形態は，規模拡大などにともなう施設投資の
増大により，変容を余儀なくされた。高級茶産地
としての伝統的技術を守る一方で，個々の生産者
の施設投資の軽減を図るために，共同製茶工場や
農協の再製茶工場の設立・大型化が進んだことは，
平坦地の茶産地と同様に，山間地における茶産地
の継続的発展に大きな役割を果たした。この結果，
茶業経営の形態は，生葉売り農家や自園・自製・
自販経営から自園・共同製茶経営，茶商といった
多様な経営へと分化した。とくに，茶商と自園・
共同製茶経営，川根茶業センターの生産分業の関
係（結びつき）は，川根地域の茶生産自体の継続
を支えている。また，川根茶の場合，茶市場に出
回りにくいこと，口コミによる顧客獲得と消費者
への通信販売を中心とした販売活動は希少価値を
生み出している。
　行政は今まで，生産部門における支援に積極的
に取り組んできたが，川根茶自体の知名度の向上
を図るために地域ぐるみで広報活動を行ってい
る。また，茶業をいかした観光事業計画が予定さ
れている。一方，経営体にとって労働力（後継者）
の確保は大きな課題であり，これは今後の産地の
存続に大きく関わる問題となっている。
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注
 1）総務省家計調査年報によると，日本における年間1
世帯あたりの緑茶・茶飲料の支出額は，1970年には
2 ,967円であったが，1975年には5 ,196円へと急上昇
した。それ以降は徐々に支出額が上昇し，2000年の
6 ,810円をピークに2005年には5 ,646円へと低下して
いる。
 2）日本の茶業・茶産地を総合的に把握した研究につい
てみると，地理学では浮田（1952）は県単位で茶の生
産や流通から，茶の大量生産を行う静岡型と小規模な
がら高級茶を生産する宇治型に区分した。山本（1973）
は静岡県を日本の茶業の代表性を提示しうる地域と
定義したうえで，日本の茶産地の地域性を体系化し
た。片岡（1984）は茶流通の地域類型を明らかにした。
一方，農業経済学などの分野では，大越（1974）や増
田（1986）は茶の生産から流通・消費にいたる茶業構
造を明らかにした。鴻巣（2004）は市場構造の変化か
ら茶産地では大量取引の対応に迫られていることを
指摘した。
 3）関東地方の茶産地についてみると，地理学では山田
（1970）は狭山茶産地の形成を明らかにし，宮沢（1984）
や稲葉（1985），今井（1988）は，都市化の進展のなか
で都市の近接性をいかした茶業経営の変化を明らか
にした。また，橋詰（1987）は，明治期に日本を代表
する茶産地であった千葉県八街町を事例に，都市化と
の関連から茶業経営の衰退を論じた。中嶋（1994）は，
明治期に茶生産が拡大した猿島台地における茶業の
存立を検討した。
 4）九州地方の茶産地についてみると，地理学では片岡
（1982）は，鹿児島県の新しい公設の産地市場に対し，
荒茶工場がいかに出荷対応しているかを明らかにし
た。稲葉（1988）は，鹿児島県知覧町を事例に急成長
を遂げている鹿児島県の茶の生産と流通を解明した。
堤（1995）は八女地方における高級茶産地の形成プロ
セスを構造的に捉えるために，産地形成のキーとなっ
た人々に着目した。一方，農業経済学などの分野では，
平川ほか（1988）は八女地域の高級茶生産の今後の展
開を指摘し，幸加木・板橋（2005）は，1960年代から
急速に茶生産が拡大した産地では，集落単位から旧村
単位への茶工場の再編されていることを指摘した。
 5）宇治茶産地に関する研究についてみると，地理学で
は谷岡（1950）は宇治茶生産に関わる労働力の特色を
明らかにした。坂口（1985）や浦巽（1981）は宇治茶
の下請産地である滋賀県や奈良県の茶業の経営形態
を検討した。水元（1998）は宇治茶業の発展過程を明
らかにした。一方，農業経済学などの分野では，増田
（1980）は奈良県の茶産地を事例に，奈良県経済連に
よって産地市場を開設することにより，従来の生産者
と仲買人の関係を断ち切り，農協共販が展開されてき
たことを明らかにした。寺本（2004）は，近年の宇治
市の都市化が進む中での対応を検討した。
 6）静岡県の茶産地に関する研究についてみると，地理
学では山本（1973）の一連の研究をまとめた集大成が
ある。卜部ほか（1991）は，御前崎町における茶の生
産構造と産地形成を明らかにした。山崎ほか（1990）
は地域学習の視点から，沼津の茶業経営の特色を述べ
ている。加えて，山野（1983）は愛知県西尾市の茶生
産の構造を明らかにした。一方，農業経済学などの分
野では，有本（1978，1979a，1979b，1982）は緑茶の
生産と流通の特色を考察し，1960年代から茶生産者
の経営分化が進展を明らかにした。奥田（1981）は，
緑茶の需給動向と昭和40年代の牧ノ原台地におけ
る大規模経営による産地再編を明らかにした。澤村
（2003）や蘇・柴垣（2003），福代（2000）は共同製茶の
再編の必要性を指摘した。
 7）川根茶とは，静岡県川根本町と川根町で摘採された
茶葉を同町内の製茶工場で加工し，出来上がった荒茶
を使用し製品化した茶を指す。少しでも他産地の物
が混入している場合は，「川根茶ブレンド」と表示す
る。
 8）2005年9月20日に中川根町と本川根町が合併して
川根本町が誕生した。町人口は約9300人，町面積は
496 .72k㎡でうち94％が山林地に占められた地域で
ある。
9）日本の茶生産を地域的にみれば，明治期の偏在的な
生産状況が現在まで継続している（井上，1971；小西，
1992）。
10）この当時，手揉み製茶を維持することで，1893年
にはアメリカ合衆国シカゴ万博博覧会で川根茶が
入賞した。1907年には，第1回川根茶業大会を契機
に，品質向上を図るために宇治製茶教師を招いて製
茶の講習会が催された（中川根町史編さん委員会編，
2005b）。
11）茶の手摘みを担う雇用労働者は，1959年には茶生産
農家586戸が延べ58 ,946人を雇用していたが，1965
年には延べ11 ,963人へと減少している（中川根町史
編さん委員会編，2005b）。
12）聞き取りによると，最近の借地の中には，集落内で
茶園を放棄しそうな茶園があると，自分の茶園への病
害虫の被害を防ぐために，町役場を通じて茶園・土地
をやむなく借地する例もある（生産者 H）。一方，人
里離れた集落では，周辺に他人の茶園が無いため，茶
園が放棄される事例が多い（生産者 I）。
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13）2007年現在，川根本町では茶園造成については，
10a以上の茶園造成を行う場合，これに要する経費
の2分の1（10aあたり50万円まで）を補助している。
茶園改植については，2a以上の老朽茶園の改植を行
う場合，これに要する経費の2分の1（5aあたり20
万円まで）を補助している。また，茶園改植が個人で
は困難な場合は，町が機械のレンタルを行っている。
茶樹上部を粉砕する茶樹粉砕機の利用料6 ,900円／
1時間，抜根作業をするバックホー機の利用料3 ,800
円／1時間，整地と耕うんをするトラクターの利用料
4 ,700円／1時間，深い溝掘りをするトレンチャー機
の利用料2 ,900円／1時間である（「広報かわねほん
ちょう」2006年3月号より）。　
14）今後の山間地の茶業の存続は，さらなる品質向上を
目指した高級茶生産しかないという指摘もある（小栁
津・増沢，1987；藤森，1994）。
15）生産者が，やぶきた以外の品種を導入しにくい点は
次のとおりである。①流通や需要がやぶきた主体の
ため，評価が得られにくい，②やぶきた以外に優良品
種が見当たらない，③茶の価格が時期相場的，④品種
に適した栽培製造技術の不足，⑤工場が大型化し，単
独品種の製造が困難，⑥改植に対する投資がしにくい
があげられる（中村1999；畑中・中村，2001；鈴木，
2003）。
16）静岡県では，やぶきた品種偏重の対策として，1976
年から1980年にかけて茶優良品種早期育成事業「品
種さがし運動」が行われた。また，1999年から2001
年にかけて茶優良品種早期定着化拠点整備事業「品種
ブランド化」が行われた。この結果，2001年にはじまっ
た静岡県茶業振興基本計画では戦略品種の施策が打
ち出された。戦略品種は県内の各茶産地にやぶきた
偏重を是正するために，静岡県の奨励品種では，おく
ひかり，山の息吹，つゆひかり，香駿，さやまかおり，
やまかい，さわみずかの7品種が選定されている（静
岡県農業水産部，2006）。
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